
………………………………………………………………………………………

2

高知県は明治維新の廃藩置県により、明治

４年に高知藩から高知県になりました。その

後、明治９年に名東県（香川県と徳島県が合

併した県）より阿波を編入しています。明治

１３年に徳島県が再置され高知県から分離し、

今の高知県がスタートしています。

徳島県を編入した期間は４年に満たないの

で、高知県民は徳島県と一緒だったという歴

史的な事実はあまり知られていないと思いま

す。編入し分離した理由は分かりませんが、

四国４県の県民性はそれぞれ異なっていると

いわれており、地理的歴史的にみても一緒に

やるのは無理があったのではないでしょうか。

四国三郎吉野川の上流の高知県に早明浦ダ

ムがあります。このダムの記念碑に当時の高

知県知事の溝渕氏が「四国のいのち」と揮毫

していますが、当初の案は「四国はひとつ」

だったようです。溝渕知事が、四国は一つに

なっていない、ひとつ、ひとつだといって

「四国のいのち」に変えたというエピソード

が残っています。

最近、地方自治の効率化を図るため、平成

の大合併が実施され市町村の数が大きく減り

ました。次の議論として道州制がでてきてい

ます。道州制は机上で考えるとメリットも多

いのですが、遷都の議論と同じように、盛り

あがっては消えを繰り返している感じがしま

す。市町村合併は身近で切実な点もありまし

たが、道州制は早急にやらなければならない

という切迫感が薄いのではないでしょうか。

また、高知県は弱小県ですし、地政学的に

みても州の中心になる可能性はなく吸収され

る立場ですので、よけい消極的になっている

ようです。道州制の議論の前に高知県を豊か

にするというのが大切ではないかと思います。

高知県は四国山地によって守られてきまし

たが、高速道路の開通により県外から攻め込

まれています。これをはね返すべく、高知県

は産業振興計画を策定し昨年から実行に移し

ています。PDCAサイクルを廻すことにより、

具体的な取り組みを行っているところです。

高知県が豊かになり広域流通が盛んになれ

ば、四国はひとつひとつからひとつになって

いき、連帯が強まるのではないかと期待して

います。

四国はひとつ、ひとつ

四国経済連合会常任理事（株式会社高知銀行頭取） 伊野部 重晃

立秋を過ぎても、喫茶店や甘味処の店先にひるがえる「か

き氷」の旗が魅惑的に目に映る毎日が続きます。

こうした暑さが続く中、瀬戸内の島々を舞台とした「瀬戸

内国際芸術祭２０１０」が、７月１９日の開幕から８月１５日までの

約１カ月間で、入場者が１６万人を超え、１０月末までの会期中

の来場目標としている３０万人の半分以上を達成しております。

人気は直島、豊島、女木島の順だそうですが、舞台となって

いる７つの島々は、それぞれに人々を引きつけるアートとお

もてなしで来場者を迎えております。

２３日は「処暑」。季節の移ろいは思いの外早く、少し早起

きをすれば心地よい風が吹き、蝉時雨から秋の虫の音に代わ

り始めました。

いよいよ芸術の秋がすぐそこまで来ています。船でお目当

ての島を訪れ、現代アートに触れるのもいいのではないでし

ょうか。

（きむら）

イロ スミ
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